
公式集（数学Ⅰ・A）頭の中に入っていますか？ 

＜２次関数のグラフ＞ 
qpxacbxaxy +-=++= 22 )(  

 ))(( ba --= xxa  
①平方完成して、頂点 ),( qp を決定する 

②判別式 acbD 42 -= で x軸との関係を調べる 
③最大値・最小値に関しては、定義域に注意する 
④関数 )(xfy = の平行移動： )( pxfqy -=-  
⑤関数の決定 

1. cbxaxy ++= 2  
2. qpxay +-= 2)(  
3. ))(( ba --= xxay  

＜２次方程式・不等式＞ 
02 =++ cbxax （ 0¹a ） 

（注） 0=a だと１次方程式になる 
２次方程式の解を求めるには、因数分解を利用するか、 

0))(( =-- dcxbax から
c
dx

a
bx == ,  

解の公式を用いる。
a

acbbx
2

42 -±-
=  また、 

bが偶数のとき（ bb ¢= 2 ）は、
a

acbbx -¢±¢-
=

2

 

２次不等式の解は、２次関数のグラフから考える。 
（注） 0=a だと１次不等式になる 
基本的には、判別式 042 >-= acbD で 0>a のとき 
① 02 <++ cbxax のとき ba << x  
② 02 >++ cbxax のとき xx << ba ,  
ただし、判別式 0,0 <= DD のときは注意！！ 
 

＜連立方程式・不等式＞ 
連立方程式は、文字の消去 
（高次方程式は因数定理の利用） 
連立不等式は、数直線を利用して共通部分を求める 
 

＜三角比＞ 
値を決定できること、逆に角度を決定できること。 
三角方程式・不等式を解けること。 
相互関係 
① 1cossin 22 =+ qq  

②
q
qq

cos
sintan =  

③
q

q 2
2

cos
11tan =+  

正弦定理 

R
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sinsinsin
===  

（Rは、外接円の半径） 
 

余弦定理（２辺 yx, と挟む角q ） 
qcos2222 xyyxz -+=  

 
三角形の面積（２辺 yx, と挟む角q ） 

qsin
2
1 xyS =  

（内接円の半径 rを求めることへ応用される） 

crbrarS
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さらに、余裕があれば、以下のヘロンの公式も知っていると良い

面積 ))()(( csbsassS ---= （ sは三角形の周の半分） 

 
＜集合＞ 
ベン図の利用と記号と用語の使用法を確実にする 
 属する： AxÎ  
 共通部分： BA  
 和集合： BA  

 補集合： A  
 部分集合： BA Ì  
 要素の個数については、 
 )()()()( BAnBnAnBAn  -+=  

=)( CBAn   

)()()()()()()( CBAnACnCBnBAnCnBnAn  +---++

ド・モルガンの法則について確認すること。 
＜個数の処理＞ 
基本的には樹形図で数え上げする 
その他の方法として、 
順列： rn P  
組合せ： rnC  

重複順列：
rn  

同じものを含む順列：
×××!!!

!
rqp
n  

重複組合せ： rrnrn CH 1-+=  
円順列： )!1( -n  
 
＜確率＞ 

)(
)()(

Un
AnAP =  

独立試行の確率 
)()()( BPAPCP =  

反復試行の確率 

rnr
rn qpC -  

期待値 

nn pxpxpxpxXE +×××+++= 332211)(  
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＜因数分解・乗法公式＞ 
① ))(()( dcxbaxbdxbcadacx ++=+++2  
（いわゆる、たすき掛け） 
② ))((22 bababa +-=-  
③

222 )(2 bababa ±=+±  
④

33223 )(33 bababbaa ±=±+±  
⑤

2222 )(222 cbacabcabcba ++=+++++  
⑥ ))(( 2233 babababa +±=±   
 上記の複号は同順である 
余裕があれば、以下の公式も知っていると良い 

))((3 222333 cabcabcbacbaabccba ---++++=-++  
[良くある式の変形] 
① abbaba 2)( 222 -+=+  
② abbaba 4)()( 22 -+=-  
③ )(3)( 333 baabbaba +-+=+  
 

 [因数分解の一般的解法] 
① ある文字について整理する（次数が低いものが良い） 
② 公式が使える様に変形するか、因数定理の利用（数 B） 
 
＜整式の割り算＞ 
縦書きの割り算が出来ること 

)(xf を )(xg で割って、商が )(xQ で余りが )(xR のときは、 
 

)(

)(

///////
)()(
xQ

xR

xfxg  

)()()()( xRxQxgxf += と書ける。 
（剰余の定理： a-= xxg )( のとき余りは Rf =)(a ）（数 B） 
 
＜指数法則＞ 
①

nmnm aaa +=×  
②

mnnm aa =)(  
③

nnn baab =)(  
＜恒等式＞ 
① 数値代入法 
② 係数比較法 
 
＜絶対値の処理＞ 

数直線上で、実数aと原点からの距離を a  

a ＝
î
í
ì

<-
³

)0(
)0(

のとき

のとき

aa
aa

 

 
 

＜平方根の計算＞ 
分母の有理化や四則計算は確実にできること 

① aa =2
は、 aa =2)( とは違うことに注意せよ 

③ ２重根号を外すには、 

 baabba ±=±+ 2)(  

 
＜等式の証明＞ 
①左辺＝・・・変形・・・＝右辺 
②  左辺＝・・変形・・＝d  

右辺＝・・変形・・＝d    \左辺＝右辺 
④ 左辺―右辺＝０を示せば良い 
条件付での等式の証明では、文字を消去することを考える。特に

連比の形で条件が与えられえた場合は、比の値を kとおく方法が

とられる。 cbazyx :::: = ならば、 k
c
z

b
y

a
x

=== とおき、

ckzbkyakx === ,, を与式に代入して処理する。 
 

＜不等式の証明＞ 
① 左辺＞右辺を示すには、左辺―右辺＞０を示せば良い 

つまり、 
左辺―右辺＝・・変形・・＝d ＞０の形 

変形には、与えられた条件に注意して因数分解や平方完成を利用

して示す場合が多い や 記号が入った場合は、両辺が正で

あることを確認し、 ＞０（右辺）左辺） ２２ -( を示す。 
（注）≧のように等号付きのときは、それが成立するときをいう 
②左辺＞右辺を示すのに、左辺＞中辺かつ中辺＞右辺から示す 
さらに、[相加・相乗平均の関係] 
 0,0 >> ba のとき 

abba
³

+
2

 （等号は ba = のとき成立） 

が成立することを利用する方法がある。 
さらに、余裕があれば、以下の方法も知っていると良い 
絶対不等式を利用する場合がある。有名な絶対不等式には、

シュワルツの不等式 
 

22222 )())(( byaxyxba +³++ がある。 
 

＜命題＞ 
条件文： qp® の逆･裏・対偶を作ることが出来るようにし、

その真偽の判定や証明が出来ること。真偽の判定や証明は集

合の包含関係を用いる場合や『元の命題の真偽と対偶の真偽

が一致する』ことを用いる。必要条件・十分条件の判断。 
[背理法] 
結論を否定して推論を進めると、既知事項と矛盾することを

示すという証明方法である。 
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＜数列＞ 

等差数列： dnaan )1( -+=  
2
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n

aanS +
=  

等比数列：
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数列の和の記号å について 
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さらに余裕があれば、以下の公式も知っていると良い 
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階差数列： nnn baa =-+1 のとき 

 å
-

=

+=
1

1
1

n

k
kn baa （ 2³n ） 

和と一般項の関係は 

11 Sa = 1--= nnn SSa （ 2³n ） 
漸化式の解法 
等差数列 daa nn =-+1 や等比数列 nn raa =+1 の利用 
また、階差数列 nnn baa =-+1 の利用。 
有名なものには、 

)1(1 ¹+=+ pqpaa nn → qp += aa  
を満たすa を用いて→ )(1 aa -=-+ nn apa と変形すると 
数列 { }a-na は、初項 a-1a 公比 p の等比数列となるので、

1
1 )( -×-=- n

n paa aa → aa +×-= -1
1 )( n

n paa  

与えられた漸化式が２項間のときは、上記の形が多く、両辺

の対数、逆数をとったり、あるもので割り算することにより 
)1(1 ¹+=+ pqpaa nn の形に変形できる。 

与えられた漸化式が３項間のときは、 
012 =++ ++ nnn raqapa の型になるもの 

特性方程式： 02 =++ rqxpx の解で分類する。 
２解が ba , のとき 

)( 112 nnnn aaaa aba -=- +++ と )( 112 nnnn aaaa bab -=- +++  

と変形できる。 
＜数学的帰納法＞ 
  自然数に関するある命題を証明する方法 
（Ⅰ）ある命題で、n=1 のときに成立することを示す。 
（Ⅱ）ある命題で、n=k のとき成立を仮定して、n=k+1 

のときも成立することを示す。                  

以上、(Ⅰ)（Ⅱ）より、すべての自然数についてある命題が 
成立することが証明される。  
 

＜二項定理＞ 

n
nn

rrn
rn

n
n

n
n

n bCbaCbaCaCba ×+×××+×+××++=+ --1
10)(  

パスカルの三角形を利用できること 
多項定理：

ncba )( ×××+++ の展開式で、 ×××rqp cba の係数

は、
×××!!!

!
rqp
n

である。 

 

http://www.hi-ho.ne.jp/~saigou/sugaku.htm

